
闇（第3種郵便物認可）

1関西国際大1年生■

「はやっていた髪形は？」「どん

なお菓子カ†あった？」…。大学生力号、

自分たちが生まれる前の時代、昭和

期の生音告や文イヒなどについて学ぶ講

義カ†29日、三木市細ノ11町瑞穂のまな

びの郷みずほであった。関西国際大

（同市志染町青山1）人間ノ♭理学科

の1年生約140人力守、高齢者大学院

の学生23人カ＼ら多・方面のテーマに沿

い、聞き取り調査。平成生まれの著

者にとっては、謎多き　≠日召和“につ

いて、素木トな疑問力守次々と飛び出し

た。　　　　　　　　　　（藤森意一郎）

継承すべきメッセージ探る

ニ
内
各
地
で
1
0
競
技
を
行
っ
衰
挿
。
上
位
は
そ
れ
ぞ
れ
謙
一
町
内
の
竹
や
ぶ
で
切
ら
れ
た

食
事
や
服
装
、
環
境
テ
ー
マ

地
域
貢
献
に
つ
い
て
学
ぶ
関
西

国
際
大
の
講
義
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
I
」
の
一
窯
で
開
か
れ
た
。

高
齢
者
の
話
か
ら
、
現
在
と
昔
の

違
い
を
知
り
、
今
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考

え
る
の
が
日
的
。

1
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
食
事

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
環
壊
問
題
な

ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

話
し
合
っ
た
。
遊
び
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ

で
は
、
「
け
ん
け
ん
ば
」
や
ゴ
ム

跳
び
な
ど
の
昔
遊
び
を
知
る
大
学

生
が
い
る
一
方
、
高
齢
者
が
、
足

許
蓮
を
出
す
千
着
ビ
っ
て

何
で
す
か
」
と
質
問
す
る
学
生
も

いた。食
事
に
つ
い
て
話
し
た
グ
ル
ー

プ
の
高
齢
者
は
「
昔
は
家
族
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
ご
飯
を
食
べ
た
。

一
緒
に
食
べ
る
と
、
家
族
の
愛
が

子
ど
も
に
伝
わ
り
、
非
行
に
走
る

不
良
少
年
は
な
く
な
る
」
な
ど
と
、

家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
熱
っ
ぽ
く
説
い
て
い

た。
山
中
幸
雄
さ
ん
（
6
8
）
は
「
こ

ち
ら
が
若
者
は
知
ら
な
い
だ
ろ

う
と
患
っ
て
い
た
こ
と
を
意
外
と

知
っ
て
い
た
り
し
て
新
鮮
だ
っ

た
」
。
牧
山
達
雄
さ
ん
（
1
9
）
は
「
戦

中
は
今
よ
り
食
料
自
給
率
が
商
か

っ
た
が
、
食
事
の
水
準
は
低
く
、

白
給
率
の
意
味
あ
い
が
、
当
時

と
今
で
は
琴
つ
と
い
う
話
が
印
象

的
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

た。

高
齢
者
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
大

学
生
＝
三
木
市
細
川
町
瑞
穂

を
3
本
作
っ
た
。

同
小
で
は
毎
年
、
全
校
児

童
が
校
内
に
七
夕
飾
り
を
飾

ら
が
協
力
く
納

6
本
を
同
小
け

児
童
ら
は
、

団
地
再
生
へ
「
博
魔

今
秋
、
明
舞
団
地
8
月
プ
レ
イ

神
戸
市
垂
水
区
と
明
石
市

に
ま
た
が
る
県
内
で
最
も
古

い
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

「
明
舞
団
地
」
で
今
年
1
0
月
、

「
世
界
団
地
博
覧
会
」
が
開

か
れ
る
。
団
地
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
例
を
紹
介
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
る

ほ
か
、
世
界
の
事
例
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
や
町
歩
き
、

夜
通
し
団
地
を
語
る
会
な

ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

同
団
地
は
⊥
9
6
4
年
に

入
居
が
開
始
。
2
0
0
3
年

か
ら
県
の
モ
デ

て
「
団
地
再
年

検
討
が
始
ま
り

か
ら
特
別
義
満

な
ど
が
入
る
高

設
、
高
齢
巻
向

設
が
始
ま
っ
て

今
回
の
企
画

ま
ち
づ
く
り
付

会
、
県
立
大
蛍

つ
く
る
実
行
尤

催
。
ハ
ー
ド
面

進
む
中
、
ソ
フ

組
み
で
も
住
良

め
る
の
が
狙
い




